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クラウド＆パッケージ株式会社

代表取締役 広川敬祐（公認会計士）

最新 連結会計システム セミナー

・連結会計に関して、SAP導入・検討企業にお伝えしたいこと

SAP S/4HANA for Group Reportingの導入経験

および有価証券報告書の早期開示に備えて



広川敬祐の自己紹介

【 職   歴 】
青山監査法人 東京（プライスウォーターハウス） 1984年～1987年
英和監査法人 大阪（アーサーアンダーセン） 1987年～1994年
SAPジャパン株式会社   1994年～1998年
HBS（Hiro Business Solutions ）設立 1998年～  現在
NTTデータ経営研究所（契約社員） 2007年～ 2012年
公立はこだて未来大学 博士課程 2019年～ （就学中）
クラウド＆パッケージ株式会社 代表取締役 2023年～
日本公認会計士協会大田会会長 2025年～

公認会計士協会東京会幹事、公認会計士協会IT委員会委員、歴任

＜主な業務経験＞
・大手企業の会計監査
・株式上場支援、内部管理体制の構築
・ERPを利用する基幹システムの構築
・会計システム（連結・個別・管理）の構築
・基幹システムプロジェクト管理計画の立案
・IT企業、IT部門向けの研修の企画と実施
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外資系監査法人 10年
SAPジャパン入社 1994年
SAP経験 30年以上

公認会計士
システム情報学修士



SAPを利用する
連結会計システムのプロジェクト経験

2

・総合商社（売上規模10兆）、東京、1997年

・製造業（売上規模数百億）、兵庫、1998年 

・自動車部品メーカー（売上規模1千億）、大阪、1998年 

・製造業（売上規模1千億）、東京、1998年 

・音響機器メーカー（売上規模数百億）、兵庫、1999年 

・食品会社（売上規模数千億）、東京、1999年 

・製薬会社（売上規模数千億）、大阪、2000年 

・医療機器メーカー（売上規模数百億）、東京、2001年 

・化学会社（売上規模数千億）、大阪、2001年 

・食品会社（売上規模数千億）、大阪、2001年

・電力会社（売上規模数千億）、高松、2002年

・石油会社（売上規模数千億）、東京、2003年 

・化粧品会社（売上規模数百億）、東京、2003年 

・金属素材メーカー（売上規模数千億）、東京、2003年 

・精密機器メーカー（売上規模数百億）、東京、2004年 

・運輸業（売上規模数百億）、東京、2004年 

・化学会社（売上規模数百億）、埼玉、2005年 

・精密機器メーカー（売上規模数百億）、東京、2006年 

・自動車部品メーカー（売上規模数百億）、神奈川、2008年 

・ゲーム会社（売上規模1千億）、大阪、2009年

・部品メーカー（売上数百億）、福岡、2022年

・化学製造業（売上数千億）、大阪、2024年

・商社（売上数百億）、東京、2025年

全て、予定期間内で本稼働しております。

青字：SAP S/4HANA for Group Reportingを利用



セミナーでお伝えしたいこと
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・連結会計における “日本の常識”、“世界の非常識” 

・早期開示（決算早期化）に必要なこと

・連結決算パッケージによるデータ収集方法を見直すべきこと

・制度会計と管理会計を共存させるための基本思想

・連結会計におけるS/4 HANA Group Reporting の優位性



実現できること

44

期首残高
作成

内部取引
消去

(債権/債務)
データ収集 外貨換算

セグメント
情報

内部取引
消去

(損益取引)

未実現
損益消去

資本連結 レポート

単純合算

CF
（キャッシュ・

フロー）

個別会計

ただし、グループ会社に
SAPが導入されていることが
前提になります。
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本日の内容

SAP S/4HANA Group Reportingの優位性

SAP S/4HANA Group Reportingの基盤

ご紹介・参考資料

日本企業が抱える連結経営管理の根本課題

SAP S/4HANA Group Reportingの本稼働事例
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連結経営管理の一般的プロセス

 グループ会社からの財務諸表収集と単純合算

連 結 決 算 処 理

内部取引
消去

（債権債務）

投資と
資本の
相殺消去

データ
収集

修正
仕訳

外貨
換算

内部取引
消去

（損益）

未実現
利益
消去

セグメント
情報

単純合算

持分法
処理

キャッシュ・
フロー

非財務
データ レポート

日本企業の連結経営管理プロセス
 実績管理（下記）、予算管理、見込管理、シミュレーション（計画・目標管理、未来予測）
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日本企業が抱える連結経営管理の根本課題

グループ会社から
正確なデータが
早く集まらず、

内部取引照合が大変

制度会計が要求する
連結財務諸表に対応しても
マネジメントが要求する
管理連結ができない



軽視され、遅れてきた連結管理
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1975年 連結財務諸表の制度化

2002年 連結納税制度導入

2000年 連結キャッシュ・フロー計算書

1997年 持ち株会社が解禁（戦後の財閥解体から禁止）

1991年 セグメント情報の制度化

戦後日本の高度経済成長

諸外国に比べて
連結会計が軽視されてきました
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単体（親会社）中心

連結財務諸表原則

世界と違うところ

今でも有効な連結財務諸表原則

この頃は
インターネットも民間に
解放されず、
パソコンも普及していない

連結財務諸表は
簿外で作られていた（る）
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グループ会社の苦労

決算パッケージでの報告
・わかりにくい書式
・月初は多繁で休めない
・報告項目が増えていく

親会社の不満
目指すべきこと

｢個別会計システム｣

｢連結会計システム｣

シームレスな
データ統合・報告が遅い

・漏れ・間違いが多い
・科目の変換を要する
・明細がわからない

根本原因 ①
「決算パッケージ」という手段

方策❶
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エクセレント・エクセル・カンパニー症候群

内容 発生する課題
ワークフロー化できない •電子メールでのコミュニケーションが限界
エラーに気付きにくい •ゼロとO、入力項目をマスタ化できない
簡単に詳細までできる •属人化し、他人がメンテできない
履歴管理ができない •ファイル数が幾何級数的に増加
エクセルファイルが分散化 •誰が何をやっているかわからない
多くのエクセルシートが存在 •シート間の整合性をとるのが困難
簡単にコピーできる •セキュリティ上問題が。外部流出の可能性が大きい
予算の達成進捗管理ができない •都度、エクセルで作業が発生
多次元分析ができない •期間比較、予測・見込・計画比較
マクロの属人化 •誰もメンテナンスできなくなる、病気や配置転換でのリスク
組織変更・品目追加等には対応が困難 •エクセルの限界

損益計算書分析
1
2
3

CA
収益

B
50

Spain 
4%

Switzerland
21%

France
10%

Germany
15%

USA 50%

Excel エクセルは
たしかに便利ですが・・。
エクセルから脱却しないと辞められない。
転籍もできない。経理業務が属人化する。



根本原因 ②
制度会計重視の管理会計後回し
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制度会計 管理会計

 頻度 四半期 月次、リアルタイム

 データ種別 実績 予算、見込、シミュレーション

 管理項目 財務諸表情報、注記 制度会計＋非財務情報

 管理セグメント せいぜい５つか６つ 階層深く、数多い

制度会計の方が器は小さいのに、制度会計を重視し、その器に大きな管理会計要件を
取り込もうとする。要件が多く、溢れて入らないのは自明の理となる

目指すべきこと：
→ 大は小を兼ねるの理論で、

管理会計を起点とする制度対応

管理会計

制度
会計



制度会計と管理会計とのねじれ
セグメント管理の例
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「制度会計のセグメント情報には対応できているが、管理連結としてのセグメント管理に不満がある」
 マネジメント・アプローチの取り組み自体がおかしい。と考えるべき！

「制度対応を主とすること」から「内部管理を主とする」
考えの刷新が必要！

本来のあり方（先に内部報告）ありがちな間違い（先に外部報告）

外部報告

内部報告

配賦や再計算を
必要とする

内部報告を先に行い
外部報告は積み上げ



14

本日の内容

SAP S/4HANA Group Reportingの優位性

SAP S/4HANA Group Reportingの基盤

ご紹介・参考資料

日本企業が抱える連結経営管理の根本課題

SAP S/4HANA Group Reportingの本稼働事例



SAP社在職時代（1995年）
参画したパイロットプロジェクトの経験から
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クリティカル要件
・セグメント別業績管理
・日米両会計基準への対応

総合商社グループ規模
・連結子会社  300社
・関連会社 200社
・非連結子会社 300社
・７事業本部・33事業部
（エネルギー、鉄鋼、食品など） ヨーロッパ（ドイツ）は多様性への対応に慣れている

・言葉が違う
・通貨が違う
・法律が違う
・文化・風習が違う

パイロットプロジェクト

SAPでは、製品紹介パンフレットに「複数会計基準対応」と記載されていた。
 これを見た日本の大手総合商社が米国・日本基準に対応できるシステム構築に取り組む
 当時のSAP（R/3 バージョン2.2）は制度連結対応 △、管理連結対応のソリューション ✕
 SAPドイツ本社直属のパイロットプロジェクトがスタート



日本の常識が世界の非常識なことも・・・
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アインシュタインの言葉
「常識とは、十八歳までに身につけた
 偏見のコレクションのことをいう。」
出典：「アインシュタイン１５０の言葉」

ジェリー・メイヤー＆ジョン・Ｐ・ホームズ編 

世界地図での
日本の位置も異なる

パイロット
プロジェクト
に対する感覚

我々を
モルモットに
するのか・・

無償で開発してくれて、
標準に組み込んでくれる。
バージョンアップも
問題ない！

Ｖｓ



目指すべきこと：
決算パッケージを利用しない仕組み
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従来型の連結システムのようにETL(データ抽出・変換)ツールなどを用いて、データ連携を行わず、各々の
締めタイミングで連結処理を実行し、数値を確認する。

（出典）SAP社資料

同一システム内
（S/4HANA）
に「連結プロセス」
と「単体会計」を
有するので、
リアルタイムアクセス、
個社伝票までトレー
スすることができる



ご参考：パッケージ製品の比較
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単体（親会社・子会社） 連結

国内 海外 制度 管理

SAP 〇 〇 〇 〇

海外製ERP 〇 〇 × △

国産ERP 〇 × × ×

連結会計専用ソフト × × 〇 〇

会計クラウド 〇 × × ×

BIツール × × × 〇
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目指すべきこと：
リアルタイム業績把握と月中の内部取引照合

把握すべきこと
日々実績売上（基幹システムと出荷実績との連携）
日々実績コスト（基幹システムと受払実績、検収実績、勤怠実績などとの連携

（出典）SAP社資料



目指すべきこと：
管理会計を起点とする制度会計対応システム
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制度会計・管理会計共通のプロセス

データ
収集

修正
仕訳

外貨
換算 単純合算

内部取引
消去

投資と資本
持分法

未実現
利益消去

キャッシュ・
フロー

管理会計で実現したいこと

予算管理 月次（即時）管理

多軸分析 為替影響管理

Anytime / Anyware
いつでも・どこでも

連結損益＋連結ＢＳ＋
連結ＣＦに加え

経営・財務指標（ＥＶＡ、
ＥＢＩＴＤＡ、ＲＯＩＣなど）

連結方法（非連結・持分
法）を変えての管理

管理会計を起点とする、制管フル対応システム

管理会計の対応には、管理会計を起点とし、制管双方に対応するシステムが必要になります

各社
システム

システム
連携

コード
体系

連結
処理

データ
入力

レポート

制度会計に必要なプロセス

外部開示 監査対応
セグメントキャッシュ・

フロー



GRの最大の特徴
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HANAの意味：インメモリデータベース

（出典）SAP社資料



GRだからこそできること ①
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（出典）SAP社資料



GRだからこそできること ②
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（出典）SAP社資料
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本日の内容

SAP S/4HANA Group Reportingの優位性

SAP S/4HANA Group Reportingの基盤

ご紹介・参考資料

日本企業が抱える連結経営管理の根本課題

SAP S/4HANA Group Reportingの本稼働事例



SAP S/4HANAの開発コンセプト
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従来のERPとは異なる使い方
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SAP S/4HANAの進化の一例
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グループ経営管理を支える基盤
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（出典）SAP社資料



連結会計だけでない統合会計基盤
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（出典）SAP社資料



制管一致／複数会計基準
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（出典）SAP社資料



幅広い領域に対応
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（出典）SAP社資料



部分最適から全体最適へ
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本日の内容

SAP S/4HANA Group Reportingの優位性

SAP S/4HANA Group Reportingの基盤

ご紹介・参考資料

日本企業が抱える連結経営管理の根本課題

SAP S/4HANA Group Reportingの本稼働事例



導入事例 ①
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業種と規模 ：製造業、連結売上高 数百億円
グループ会社数 ：約20社
導入の経緯、目的 ： ECCからS/4 HANAへのアップグレード

ECCを利用している時は、SEM-BCSで連結会計を実施
SEM-BCS から GRへの移行

導入期間、人員 ：約９カ月、2人
特徴 ：全グループ会社の個別会計でS/4 HANAを利用

個別会計から連結会計へのデータ連携はとてもスムーズ
月次の管理連結で、月中の業績把握、セグメント階層別の管理を提案



導入事例 ②

35

業種と規模 ：製造業、連結売上高 数兆円企業の事業部連結（数千億円）
グループ会社数 ：約３０社
導入の経緯、目的 ：管理連結の早期化、管理連結業務の省力化。
導入期間、人員 ：約１年、４人
特徴 ：個別会計から連結会計へのデータ連携はとてもスムーズ。

 SAP非導入がグループ会社はあり、データ連携に課題。
 管理連結だけでなく、今後、世界各地域別のサブ連結のシステム化を実施

導入前の課題
スピードを向上させたい
・各社の決算後に結果を集計（結果、月半ばまでかかる）
・孫会社は、各地域で連結後に報告

作業の効率化を行いたい
・マスタがバラバラ、集計用のコード変換
・システムがバラバラ、提出用に再集計



導入事例 ③
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業種と規模 ：商社、連結売上高 数百億円
グループ会社数 ：約１０社
導入の経緯、目的 ：国産パッケージより S/4 HANA パブリッククラウドの新規導入

 現在、プロジェクト進行中
導入期間、人員 ：約９カ月、３人
導入のねらい ：連結会計業務のシステム化

子会社から連結会計へのデータ伝送の自動化
 子会社各社の横串管理（消去前、消去後）
内部取引消去の効率化・高度化

 連結キャッシュ・フロー計算書作成の自動化



導入工程例（③のケース）
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教育・準備 ： 連結会計を導入するに際し、連結会計の業務プロセス、GRの基本事項を把握し
 連結会計導入の詳細計画を立案する。

課題検証 ： 連結会計導入に関わる主要課題を洗い出し、対策方法を立案する。
機能検証(PoC) ： 連結会計に必要な機能を洗い出し、GRの機能検証を行う。
過去決算の実現検証 ： 過去決算データ（N-2年3月期、およびN-1年3月期）を用いる検証を行う。
本稼働準備 ： 本稼働準備（移行、ユーザー教育、本番環境整備など）を行う。
本稼働 ： N+1年4月期 月次連結開始

N年 N+1年
6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月

教育・準備

課題検証

機能検証（PoC)

過去決算の実現検証

本稼働準備

本稼働



S/4 HANAへのバージョンアップ ＋ 業務と機能の統一

S/4展開プロジェクトの概要（②のケース）

①事業部として、業務一連の流れについて再定義
を行い、業務の標準化を行う
⇒業務の標準化/共通化

S/4HANA

日本
SAP

海外
SAP①

海外
SAP③

海外
SAP②

②各地域で利用しているSAPを再構築する。業務
上、周辺で行うと判断した機能についても共通化
出来る周辺は「グローバル周辺」として、標準化する
⇒システムの標準化/共通化

③新しいS/4基盤では全拠点が同一SAPを使用
するため、個別最適はせず、標準化した業務に対し、
同一の画面を使用する
⇒機能の標準化/共通化

目的



決算における課題（②のケース）

単体決算
連結財務諸表

作成
地域連結/業績報告

作成

業績報告
作成

集計まで15日かかる

各社の決算フロー

月次決算の数字集計に15日程度かかっており、そのため数字に対する分析と対策が実施でき
ていない。毎月の集計作業に追われてしまっている。
⇒目的：早期に事業部の数字の集計を行い、月次でPDCAのサイクルを回していく。



プロジェクトにおけるGroup Reportingの位置づけ（②のケース）

実績管理系

帳票系

計画系

財務系 人事系
生産
実績

(MES)

帳票
印刷

SAP
会計
管理
(FI)

原価
管理
(CO)

生産
管理
(PP)

購買
管理
(MM)

販売
管理
(SD)

品質
管理
(QM)

ラベル
発行

SDS
印刷

保全
管理
(PM)

情報系

事業部基幹系

化学
物質
(EHS)

案件
管理
(PS)

品質
管理

(LIMS)

倉庫
管理
(WM)

経費
精算 経営コックピット

予実管理
業務分析

PSI
管理

DWH

全社会計系

経理系SAP
（日本）

給与
計算

経費
購買

容器
管理

輸出
管理

各社 各社

貿易
管理
(GTS)

証跡
ドキュメント
管理・連携

各社
固有

各社
固有

連結会計
C-FIN
BW

その他
固有

在庫管理
バーコード

営業系

顧客
管理
各社

各社

在庫
管理
(MM)

保全
管理
(PM)

化学
物質
(EHS)

倉庫
管理
(WM)

容器
管理

輸出
管理 貿易

管理
(GTS)

帳票
印刷

販売
予算管理

実績管理
バーコード

運賃
管理

運賃
管理

証憑
管理

連結
会計
(GR)

 統一されたS/4 HANA上に構築する
 Group Reportingとは別に全社の連結会計システムが存在する
⇒ これにより「事業部での管理連結」と「地域での制度連結」をスコープとする



体制とスケジュール（②のケース）

2023年 2024年 2025年

9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3
S/4
展開拠点

GR導入
スケ
ジュール

PoC（機能検証） 構築/テスト

実データによるテスト

ユーザトレーニング 移行 本番稼働

★拠点A ★拠点B
★拠点C

★拠点D

 Group Reporting導入経験のあるエンジニアなし
⇒ 対応：C&P社にサポートしてもらい、POC期間を設ける
 S/4展開プロジェクトにより利用拠点は段階的に増加
⇒ 要望：S/4以外の拠点も管理連結に加える必要あり

業務ユーザ エンジニア

上長 担当 FIコンサル SAP SE 情シス

日本展開済み

Cloud & 
Package

アドバイザー

2025年度
アメリカ
ヨーロッパ
中国
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本日の内容

SAP S/4HANA Group Reportingの優位性

SAP S/4HANA Group Reportingの基盤

ご紹介・参考資料

日本企業が抱える連結経営管理の根本課題

SAP S/4HANA Group Reportingの本稼働事例



ワークショップの案内
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GRコンサルタント育成講座
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プロジェクトマネジメント支援
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（ご参考）2025年の崖
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（参考）開催したセミナー
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2023年1月26日
https://www.candp.biz/seminar0126/

ここ以降、
コンシェルジュ・サービスの紹介スライド／ワークショップのスライドは
必要ないですか？？？
⇒別紙で紹介されるかもしれませんが、社内回付では、別紙は間引かれる可能あります。
少なくともリファレンスはあった方がよいかなぁ～と思います。
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第1章 パッケージソフト導入の失敗事例とその原因

第2章 ここが違う、「開発しないシステム」の導入事例

第3章 開発しないシステムの導入のポイント

第4章 開発しない会計システム

第5章 開発しない人事管理システム

第6章 テレワーク時代のシステム

第7章 グループ経営管理とガパナンス

第8章 本番稼働準備とメンテナンス

第9章 開発しないシステムの効果とコスト

書籍紹介 開発しないシステム

2021年4月 中央経済社刊



書籍のすいせんの言葉
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ジャパンSAP ユーザーグループ 
常任理事 経営管理部 部会長

泉川 邦充氏

ERPやクラウドサービスは、

開発負荷を削減するためのツールではなく

そのまま利用できるものです。

それがコスト削減と利用効果をもたらします。



近日発刊書籍
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著作紹介
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参考記事
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ご質問・ご相談

53

お問い合わせは

お気軽にご相談ください
クラウド&パッケージ株式会社

https://candp.biz

mail：miyahara@candp.biz （担当 宮原）

ヒト不足の課題を解消するため、新しいITを活用し
全ての関係者が満足する仕組みを実現します
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